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令和５年度公共事業 

再評価諮問箇所個別資料 

 

道路課 道路橋りょう補助事業等  ８件 

 

 １ 公共事業再評価諮問箇所一覧表、B/C の考え方 

                      Ｐ1～ 

 ２ 個別事業箇所資料             

・ 公共事業再評価諮問箇所「継続」理由書等    

  ・ 再評価対象事業箇所調書 

・ 個別箇所説明資料 

①  道路橋りょう補助事業（北茂安三田川線(中津隈)）

        Ｐ４～ 



②  道路整備交付金事業              

（久留米基山筑紫野線(二本黒木)）  Ｐ10～ 

③  道路整備交付金事業（国道 204 号(黒川･瀬戸)）

        Ｐ17～ 

④  道路整備交付金事業（国道 204 号(木場)） 

        Ｐ24～ 

⑤  道路整備交付金事業（肥前呼子線(梨川内)） 

        Ｐ31～ 

⑥  道路整備交付金事業（佐賀脊振線(兵庫)） 

        Ｐ38～ 

⑦  道路整備交付金事業              

（伊万里畑川内厳木線(平山下)）  Ｐ45～ 

⑧  道路整備交付金事業（三瀬神埼線（広滝）） 

        Ｐ52～ 
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名：道路課） 

 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路橋りょう補助事業（交通安全対策） 

主要地方道 北茂安三田川線（中津隈橋工区） 

継続・中止理由 〇当該区間は、幹線道路であり交通量も多いが、歩道がなく、

通勤通学時間帯には安全な通行に支障をきたしている。 

〇通学路点検において、要対策箇所となっており、早急な対応

が必要となっている。 

○事業を継続することにより、交通の円滑化と自転車歩行者の

安全性の向上が図られる。 

○事業進捗率は、事業費ベースで約 86％［約 11 億円/約 13 億

円］（令和 4 年度末）であり、そのうち用地進捗率は約 85％

（面積ベース）となっている。 

○早期整備が望まれており、今後も事業執行が必要である。 

 

以上のことから、当該事業の完成に向けて、事業を継続するこ

ととしたい。 

 

備  考 
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様式１  

令和５年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

 

番号 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 
費用対効果 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 
備考 

 
 

 

 
道路橋りょう

補助事業 
 
主要地方道 

北茂安三田川
線 
（中津隈橋工

区） 
 
事業主体：県 

 
事業地：三養基
郡みやき町中

津隈 
 
 

 
 
 

 

 
 主要地方道北茂安三

田川線は、みやき町を中
心として、その周辺部を
環状する幹線道路であ

る。 
 当該区間は、通学路と
して利用されているが、

歩道が無く、通勤通学時
間帯には車両と自転
車・歩行者が交錯するな

ど、安全かつ円滑な交通
に支障をきたしている
状況である。 

 このため、交通の円滑
化と自転車歩行者の安
全性の向上を図ること

を目的として、事業備を
実施するものである。 
 

 
 
 

 
全体事業費：13億円 

 
工期：H26～R8 
 

工事内容 
 延長 L=750m 
 幅員 W=6.5（15.0）m 

 
 改良工 L=750m 
 舗装工 L=750m 

 橋梁工 N=1橋 
 測量試験 一式 
 用地補償 一式 

 
 
 

 

 
R4末進捗率：約86％ 

（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率：約10％） 

 
〇用地補償契約率：約
85％（面積ベース） 

 
 
 

 
 

 
・千葉県八街市の交通事

故を受け、令和３年に通
学路緊急点検が実施され
た。当該箇所は要対策箇

所に位置付けられた。 
 
・自動車交通量や自転

車・歩行者数が多く、現
在も通学路として利用さ
れており、依然として事

業の必要性は高い。 

 
－ 

 
 
 

 
 
 

 
(コスト縮減) 

・再生資材の利用
促進を図る。 
 

(代替案の検討) 
・特になし 
 

 
 
 

 
 
 

 
事業採択後、

一定期間（10
年）が経過し
た時点で継

続中の事業 
 
 

 
 

 
継 続 

 
（理由） 
・当該区間は幹

線道路であり、
交通量も多い
が、歩道がなく、

通勤通学時間帯
には安全かつ円
滑な交通に支障

をきたしてい
る。 
・通学路点検に

おいて、要対策
箇所となってい
る。 

・地元からも早
期整備が望まれ
ており、今後の

円滑な事業執行
が可能である。 
 

このため、当
該区間の交通の
円滑化と自転車

歩行者の安全性
の向上を図るた
めに、事業を継

続することとし
たい。 
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令和５年度 再評価委員会

道路橋りょう補助事業
きた しげ やす み た がわ

主要地方道 北茂安三田川線
なか つ くま

（中津隈橋工区）
み や き なか つ くま

三養基郡みやき町中津隈地内

事業採択後１０年を経過するため

再 評 価 理 由

事業採択時：交付金事業 令和3年度から：道路橋りょう補助事業に移行

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

位 置 図

凡 例

国 道

県 道

対象路線

事業箇所
L=0.75km

北茂安三田川線上峰町役場

みやき町役場

P

P

34

34

みやき町中原庁舎

北茂安小学校
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事 業 目 的

歩道が未整備

（路肩狭小）

幅員狭小

（路肩狭小）

現道拡幅・歩道の設置により

交通の円滑化 安全性の向上

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事 業 概 要

現 況 計 画

今回

全 体 事 業 費 １３億円

工 期 平成 ２６ 年度～令和 ８ 年度

延 長 ７５０ｍ

幅 員 ６．５（１５．０）ｍ

事 業 内 容

・改良工 L=７５０ｍ
・舗装工 L=７５０ｍ
・橋梁工 Ｎ＝1橋
・測量試験 一式
・用地補償 一式

0.75 3.5

15.00

3.50 0.75 3.25 3.25
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事 業 の 進 捗 状 況

令和４年度まで 令和５年度 令和６年度以降

事業費（億円） １０．８ ０．６ １．１

進捗率 （％） ８６．４ ９１．２ １００．０

用地進捗率（％）※ ８５．４ ８５．４ １００．０
※面積ベース

令和４年度まで

令和５年度実施

次年度以降実施

凡 例

黒

黄

赤

全体計画 L=７５０ｍ起点 終点

至 佐賀市

至 鳥栖市

中津隈橋

R5：撤去工

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

現 地 状 況
起点付近
［整備後］

［整備前］中津隈橋付近
［整備後］

終点付近
［整備後］

-8-



Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事業を巡る社会経済情勢等の変化

○千葉県八街市の交通事故を受け、令和３年に通学路緊急点検が実施された。

その点検で、当該箇所は要対策箇所に位置付けられた。

〇自動車交通量や自転車・歩行者数が多く、現在も通学路として利用されて

おり、依然として事業の必要性は高い。

コスト縮減や代替案等の可能性
(コスト縮減)

○再生資材の利用促進を図っている。

（代替案の検討）

○特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

対応方針（事業課案）
〇当該区間は、幹線道路であり交通量も多いが、歩道がなく、通勤通学時間
帯には安全な交通に支障をきたしている。
〇通学路点検において要対策箇所となっており、早急な対応が必要となっ
ている。

○事業を継続することにより「交通の円滑化」「安全性の向上」が図られる。

○事業の進捗率は、事業費ベースで約8６％[約１1億円/約１３億円]
（令和４年度末）であり、そのうち用地進捗率は約８５％となっている。

○地元からも早期整備が望まれており、円滑な事業執行が可能である。

事業の完成に向けて、事業を継続することとしたい

-9-



  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名：道路課） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（社会資本整備総合交付金） 

 主要地方道 久留米基山筑紫野線（二本黒木工区） 

継続・中止理由 〇当該地区周辺では、企業誘致や開発が進められており、当該

路線は鳥栖市の発展に寄与する重要な路線となっている。 

〇事業の継続により、「交通の円滑化」「安全性の向上」が図ら

れる。また、緊急輸送道路としての機能向上が期待される。 

〇費用対効果は、B/C＝1.0 以上（1.5）が確保されている。 

〇事業進捗率は、事業費ベースで約 14％[約 6.7 億円/約 47 億

円]（令和４年度末）であり、そのうち用地進捗率は 100％と

なっている。 

 

 以上のことから、当該事業の完成に向けて、事業を継続する

こととしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝  ５１．０億円 

・走行経費減少便益 ＝  ６．０億円 

・交通事故減少便益 ＝  ０．２億円 

合計 ＝ ５７．２億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ ３８．６億円 

・維持修繕費    ＝  ０．３億円 

       合計 ＝ ３８．９億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ５７.２／３８．９ 

          ＝ １．５ 

※基準年における現在価値 

 

備  考  
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様式１  

令和５年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

 

番号 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 
費用対効果 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 
備考 

 
 

 

道路整備交付金

事業（社会資本

整 備 総 合 交 付

金） 

  
主要地方道  

久留米基山筑紫
野線（二本黒木
工区） 

 
事業主体：県 
 

事業地：鳥栖市
轟木町 
 

 
 
 

 
 

 主要地方道久留米基山
筑紫野線は久留米市を起

点とし、鳥栖市、基山町
を経て筑紫野市に至る主
要幹線道路で（緊急輸送

道路となっており）、物
流や観光・通勤等による
利用が多く、日交通量は3

万台を超える道路であ
る。 
今回事業区間は、JR鹿児

島本線との交差部にあた
り、前後間が片側２車線
で整備されている中、当

該区間のみが３車線（久
留米方面へ向かう車線が
片側１車線）のボトルネ

ック箇所となっており、
慢性的な交通混雑の原因
となっている。このため、

利用交通量にあった車線
数を確保し、交通の円滑
化及び安全性の向上を図

ることを目的として事業
を実施するものである。 

全体事業費：47億円 
 

工期：H26～R13 
 
事業内容 

 延長 L=400ｍ 
 幅員 W=15.0(25.0)m 
 

改良工 L=400m 
舗装工 L=400m  
測試 一式 

用地補償 一式 
 
 

 
 
 

 

R4末進捗率：14.3％ 
（事業費ベース） 

 
用地補償契約率：100％ 
 

・「佐賀県・鳥栖市サザン
鳥栖連携プロジェクト」と

して、小郡鳥栖南SICアク
セス道路の整備を進めて
おり、周辺の開発は「（仮

称）サザン鳥栖クロスパー
ク」として開発企業の募集
が行われている。 

・新産業集積エリア鳥栖に
おいて、アサヒビール鳥栖
工場（2029年開業予定）や

佐賀県東部環境施設組合
のごみ処理施設（2024年稼
働予定）が建設中であり、

今後更なる交通量の増加
が見込まれるため、依然と
して事業の必要性は高い。 

 

 
B/C＝1.5 

 
B/Cは1.0を上

回っている。 

 
 
 

 
 
 

（コスト縮減） 
・再生資源の利用

促進を図る。 
・工事で発生する
残土を盛土等に

流用する。 
 
（代替案の検討） 

・特になし 
 

事業採択後、
一定期間（10
年）が経過し
た時点で継
続中の事業 

 
 
 

 
 
 

継続 
 

（理由） 
当該地区周辺

では、企業誘致や

開発が進められ
ており、今後更な
る交通量の増加

が見込まれる。 
当該路線につ

いては鳥栖市の

発展に寄与する
重要な路線であ
り、事業の必要性

はますます高ま
っている。 

このため、当該

区間の交通の円
滑化と安全性の
向上を図るため、

事業を継続した
い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-11-



Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

令和５年度 再評価委員会

道路整備交付金事業
く る め き やま ちく し の せん

主要地方道 久留米基山筑紫野線

（二本黒木工区）
と す し とどろき まち

鳥栖市轟木町地内

事業採択後１０年を経過するため

再 評 価 理 由

に ほんくろ き

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

位 置 図

凡 例

国 道

県 道

対象路線

鳥栖駅

事業箇所
L=0.4km

3

新鳥栖駅

肥前麓駅

肥前旭駅

田代駅

34

アサヒビール
鳥栖工場

東部環境施設組合
3

サザン鳥栖
クロスパーク

小郡鳥栖南SICETC
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事 業 目 的

久留米方面車線が1車線
交通混雑の様子

現道拡幅・車線数確保により

交通の円滑化 安全性の向上

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事 業 概 要

今回

全 体 事 業 費 ４７億円

工 期 平成 ２６ 年度～令和 １３ 年度

延 長 ０．４ｋｍ

幅 員 １５．０（２５．０）ｍ

事 業 内 容

・改良工 L=０．４ｋｍ
・舗装工 L=０．４ｋｍ
・橋梁工 Ｎ＝１基
・測量試験 一式
・用地補償 一式

費 用 対 効 果 １．５
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事 業 概 要

↑
久
留
米
方
面

筑
紫
野
方
面
↓

↑
久
留
米
方
面

ＪＲ鹿児島本線 至佐賀

至久留米

至筑紫野

至佐賀至鳥栖駅

【整備イメージ】

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.
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鹿
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島
方

事 業 の 進 捗 状 況

令和４年度まで 令和５年度 令和６年度以降

事業費（億円） ６．７ ０．２ ４０．１

進捗率 （％） １４．３ １４．７ １００．０

用地進捗率（％）※ １００．０ １００．０ １００．０
※面積ベース

令和４年度まで

令和５年度実施

次年度以降実施

凡 例

黒

黄

赤

全体計画 L=0.4ｋｍ起点 終点

轟木橋

至鳥栖駅

至久留米駅

JR
鹿
児
島
本
線
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現 地 状 況
起点付近
［整備前］

［整備前］［整備前］

終点付近
［整備前］

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事業を巡る社会経済情勢等の変化

〇「佐賀県・鳥栖市サザン鳥栖連携プロジェクト」として、小郡鳥栖南SIC

アクセス道路の整備を進めており、周辺の開発は「（仮称）サザン鳥栖クロ

スパーク」として開発企業の募集が行われている。

〇新産業集積エリア鳥栖において、アサヒビール鳥栖工場（2029年開業予

定）や佐賀県東部環境施設組合のごみ処理施設（2024年稼働予定）が建設

中であり、今後更なる交通量の増加が見込まれるため、依然として事業の必

要性は高い。

-15-
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費 用 対 効 果

○B/Cは１．０を上回っている。

＜参考＞

○総便益（B）＝ 走行時間短縮便益 + 走行経費縮小便益 + 交通事故減少便益

○総費用（C）＝ 事業費 + 維持管理費 + 道路構造物の更新費

費用対効果（B/C）＝
総便益（B） ５７億円

= １．５
総費用（C） ３９億円

※基準年（令和５年度）における現在価値

コスト縮減や代替案等の可能性
(コスト縮減)
○再生資材の利用促進を図る。
〇工事で発生する残土を盛土に流用する。

(代替案の検討)
○特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

対応方針（事業課案）

〇当該地区周辺では、企業誘致や開発が進められており、当該路線は鳥栖市
の発展に寄与する重要な路線となっている。

○事業の継続により「交通の円滑化」「安全性の向上」が図られる。
また、緊急輸送道路としての機能向上が期待される。

○費用対効果についても、B/C＝1.0以上（1.5）が確保されている。

○事業の進捗率は、事業費ベースで約1４％[約6.７億円]
（令和4年度末）であり、そのうち用地進捗率は100％となっている。

事業の完成に向けて、事業を継続することとしたい

-16-





  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（防災・安全交付金） 

一般国道２０４号（黒川・瀬戸工区） 

継続・中止理由 〇伊万里港や周辺工業団地の整備が進められるなか、今後更に

アクセス道路として交通量の増加が見込まれる。 

〇事業の継続により、「交通の円滑化」「安全性の向上」化が図

られる。 

〇費用対効果は、B/C＝1.0 以上（1.4）が確保されている。  

○事業進捗率は事業費ベースで約 30％［約 41 億円/約 136 億 

円］（令和 4 年度末）であり、そのうち用地進捗率は約 34％ 

（面積ベース）となっている。 

〇期成会、協議会が設置されているなど地元からの要望も大き 

く、今後の円滑な事業執行が可能である。 

  

以上のことから、当該事業の完成に向けて、事業を継続する 

こととしたい。 

 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】  

・走行時間短縮便益 ＝ １５９．８億円  

・走行費用短縮便益 ＝  ７．７億円  

・交通事故減少便益 ＝  １．５億円  

           合計 ＝ １６９．０億円  

【 費用 】  

・事業費          ＝ １１６．４億円  

・維持修繕費      ＝  ４．１億円  

        合計      ＝ １２０．５億円  

  

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ １６９．０／１２０．５  

          ＝ １．４  

※基準年における現在価値 

備  考  

-17-



様式１  

令和５年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

 

番号 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 
費用対効果 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 
備考 

 
 

 

 
道路整備交付金

事業 
 
一般国道204号

(黒川・瀬戸工
区) 
 

事業主体：県 
 
事業地：伊万里

市黒川町小黒川
～木須町木須西
地内 

 
 
 

 
 

 
 一般国道204号は、佐賀

県唐津市を起点とし東松
浦半島を循環し、伊万里
市を経て長崎県佐世保市

に至る幹線道路である。 
 当該箇所周辺には重要
港湾伊万里港があり、七

ツ島工業団地、伊万里団
地への朝夕の通勤時間帯
には慢性的な渋滞が発生

している。また、大型車
の通行も多いことから危
険な状況であるため、整

備を行い安全で円滑な交
通を確保し、伊万里港と
西九州自動車道及び長崎

自動車道へのアクセス強
化を図ることを目的とし
て事業を実施するもので

ある。 
 
 

 
 
 

 

 
全体事業費：136億円 

 
工期：H26～R15 
 

工事内容 
 延長 L=4.3km 
 幅員 W=13.00(21.25)m 

 
 改良工  L=4.3km 
 舗装工  L=4.3km 

 橋梁工  N=6橋 
 測量試験 一式 
 用地補償 一式 

 
 
 

 
 

 
R4末進捗率：約30％ 

（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率：約3％） 

 
○用地補償契約率：約34％ 
（面積ベース） 

 

令和４年８月に臨港道
路七ツ島線が開通し、伊万

里港におけるコンテナ取
扱量も高い水準で推移し
ている。 

重要港湾伊万里港や周
辺工業団地の整備が進め
られるなど、今後更なるア

クセス道路として利用が
予想され、当該工区の交通
量も増加が見込まれるた

め、 依然として事業の必
要性は高い。 
  

 
 
 

 
 

 
B/C＝1.4 

 
 B/Cは1.0を上
回っている。 

 
 
 

 
（コスト縮減） 

・再生資材の利用
促進を図ってい
る。 

・工事で発生する
残土を盛土等に流
用する。 

 
（代替案の検討） 
・特になし 

 

 
事業採択後、

一定期間（10
年）が経過し
た時点で継続

中の事業 
 
 

 
 

 
継 続 

 
（理由） 

伊万里港や周

辺工業団地の整
備が進められる
なか、今後更にア

クセス道路とし
て交通量の増加
が見込まれる。 

 このため、当該
区間の安全で円
滑な交通の確保

と、アクセス強化
を図るために、事
業を継続したい

い。 
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令和５年度 再評価委員会

道路整備交付金事業
くろがわ せ と

一般国道 204号（黒川・瀬戸工区）
く ろ が わ こ く ろ が わ き す き す に し

伊万里市黒川町小黒川～木須町木須西地内

事業採択後１０年を経過するため

再 評 価 理 由

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

位 置 図

498

204

204

バイパス区間
L=2.3km

現道拡幅区間
L=2.0km

204

七ツ島工業団地

西九州自動車道

伊万里港

（仮称）伊万里中央IC

伊万里市役所

伊万里駅

令和４年８月開通
臨港道路七ツ島線

伊万里
工業団地

498

204

204

バイパス区間
L=2.3km

現道拡幅区間
L=2.0km

204

七ツ島工業団地

西九州自動車道

伊万里港

伊万里中央IC(仮)

伊万里市役所

伊万里駅

令和４年８月開通
臨港道路七ツ島線

伊万里
工業団地

凡 例

国 道

県 道

対象路線

伊万里西IC(仮)

伊万里東府招IC

西九州自動車道
（事業推進中）
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事 業 目 的

現道拡幅・バイパス整備により

交通の円滑化 物流アクセス強化

朝夕の通勤時間帯に

慢性的な渋滞が発生！

伊万里港との連携により

物流効率化を支援

黒塩
交差点

204

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事 業 概 要

現 況 計 画

今回

全 体 事 業 費 １３６億円

工 期 平成 ２６ 年度～令和 １５ 年度

延 長 ４．３ｋｍ

幅 員 １３．０（２１．２５）ｍ

事 業 内 容

・改良工 L=4.3ｋｍ
・舗装工 L=4.3ｋｍ
・橋梁工 Ｎ＝6橋
・測量試験 一式
・用地補償 一式

費 用 対 効 果 １．4

12.0

0.75 3.252.0 3.25 0.75 2.0

21.25

0.75 3.25 2.52.5 1.75 0.753.25 3.25 3.25
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事 業 の 進 捗 状 況

令和４年度まで 令和５年度 令和６年度以降

事 業費（億円） ４０．７ ６．２ ８８．３

進 捗率 （％） ３０．１ ３４．７ １００．０

用地進捗率 （％）※ ３３．７ ３９．１ １００．０
※面積ベース

令和４年度まで

令和５年度実施

次年度以降実施

凡 例

黒

黄

赤

全体計画 L=４．３ｋｍ
終点 起点

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

現 地 状 況
終点付近
［整備中］

［整備中］
一部開通区間の状況

［整備中］

起点付近
［整備中］

至︓唐津市

至︓伊万里市
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事業を巡る社会経済情勢等の変化

○令和４年８月に

臨港道路七ツ島線が開通

伊万里港におけるコンテナ取

扱量が高い水準で推移している。

〇重要港湾伊万里港や周辺工業団地の整備が進められ、企業の進出が進ん

でおり、今後更なるアクセス道路としての利用が予想され、当該工区の交

通量も増加が見込まれるため、依然として事業の必要性は高い。

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

費 用 対 効 果

○B/Cは１．０を上回っている。

＜参考＞

○総便益（B）＝ 走行時間短縮便益 + 走行経費縮小便益 + 交通事故減少便益

○総費用（C）＝ 事業費 + 維持管理費 + 道路構造物の更新費

費用対効果（B/C）＝
総便益（B） １６９．０億円

= １．４
総費用（C） １２０．５億円

※基準年（令和５年度）における現在価値

コスト縮減や代替案等の可能性

（コスト縮減）
○再生資材の利用促進を図っている。
○工事で発生する残土を盛土等に流用する。

（代替案の検討）
○特になし
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対応方針（事業課案）

○伊万里港や周辺工業団地の整備が進められるなか、今後更にアクセス
道路として交通量の増加が見込まれる。

○事業の継続により「交通の円滑化」「安全性の向上」が図られる。

○費用対効果は、B/C＝1.0以上（1.４）が確保されている。

○事業の進捗率は、事業費ベースで約30％[約41億円/約136億円]
（令和４年度末）であり、そのうち用地進捗率は約3４％となっている。

○期成会、協議会が設置されているなど地元からの要望も大きく、今後の円
滑な事業執行が可能である。

事業の完成に向けて、事業を継続することとしたい
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課  ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（社会資本整備交付金） 

一般国道 204 号（木場工区） 

継続・中止理由 ○事業の継続により、「交通の円滑化」「安全性の向上」が図ら

れる。 また、緊急輸送道路としての機能向上が期待される。 

 

○費用対効果は、B/C＝1.0 以上（1.14）が確保されている。 

 

○事業進捗率は、事業費ベースで約 33％［約 5 億円/約 16 億

円］（令和 4 年度末）であり、そのうち用地進捗率は約 59％

（面積ベース）となっている。 

 ※地権者ベース進捗率は 93％ 

〇期成会、協議会が設置されるなど地元からの要望も大きく、 

今後の円滑な事業執行が可能である。 

 

以上のことから、当該事業の完成に向けて、事業を継続する

こととしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ １５．７３億円 

・走行費用短縮便益 ＝  １．３１億円 

・交通事故減少便益 ＝  ０．００１億円 

       合計 ＝ １７．０４億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ １３．９６億円 

・維持修繕費    ＝  １．００億円 

       合計 ＝ １４．９６億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ １７．０４／１４.９６ 

          ＝ １．１４ 

※基準年における現在価値 

備  考  
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様式１  

令和５年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

 

番号 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 
費用対効果 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 
備考 

 
 

 

 
道路整備交付金 

事業 
 
一般国道204号 

（木場工区） 
 
事業主体：県 

 
事業地：伊万里
市波多津町木場

地内 
 
 

 
 
 

 
 

 
一般国道204号は、佐賀

県唐津市を起点とし、東
松浦半島を循環し、伊万
里市を経て長崎県佐世保

市に至る幹線道路であ
る。 
 当該区間は、1次緊急輸

送道路に指定されている
が、1車線で幅員が狭く、
カーブが連続しているた

め、大型車両通行時には
離合困難となり非常に危
険な状況である。 

 このため、交通の円滑
化と安全性の向上を図る
ことを目的として事業を

実施するものである。 
 
 

 
 
 

 
全体事業費：16億円 

 
工期：H26～R10 
 

工事内容 
 延長  L=0.83km 
 幅員  W=6.0(7.5)m 

 
 改良工  L=0.83km 
 舗装工  L=0.83km 

 函渠工  N=3基 
 測量試験 一式 
 用地補償 一式 

 
 
 

 
 

 
○R4末進捗率：約33％ 

 （事業費ベース） 
 
 （年進捗ペース約4％） 

 
○用地補償契約率：約59％ 
 （面積ベース） 

 
 
 

 
 

 
重要港湾伊万里港の整

備にあわせ、国道204号他
工区を含めた周辺道路整
備が進められており、今後

更に交通量も増加が見込
まれるため、依然として事
業の必要性は高い。 

 
 
 

 
 B/C＝1.14 

 
 B/Cは1.0を上
回っている。 

 
 
 

 
 

 
（コスト縮減） 

・再生資源の利用
促進を図ってい
る。 

・工事で発生する
残土を他工区の盛
土等に流用する。 

 
（代替案の検討） 
・特になし 

 
 
 

 
事業採択後、

一定期間（10
年）が経過し
た時点で継続

中の事業 
 
 

 
 

 
  継 続   

（理由） 
・事業を継続する
ことで、緊急輸送

道路の機能向上
が図られる。 
・伊万里港の整備

が行われており、
更なる交通量の
増加も見込まれ

る。 
 
 このため、当該

区間の交通の円
滑化と安全性の
向上を図るため

に、事業を継続す
ることとしたい。 
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令和５年度 再評価委員会

道路整備交付金事業
こ ば

一般国道204号 （木場工区）
い ま り は た つ こ ば

伊万里市波多津町木場地内

事業採択後１０年を経過するため

再 評 価 理 由

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

位 置 図

凡 例

国 道

県 道

対象路線

1

9

国 道

204

国 道

204

国 道

202

国 道

498

伊万里市

南波多谷口IC

事業箇所
L＝0.83ｋｍ

道の駅
伊万里ふるさと村

伊万里港

北波多IC

唐津市

七ツ島工業団地

国道２０４号
（黒川・瀬戸工区）
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事 業 目 的

離合が困難
連続した

カーブ区間

バイパス整備による幅員拡幅・屈曲部の解消により

交通の円滑化 安全性の向上

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事 業 概 要

現 況 計 画

今回

全 体 事 業 費 １６億円

工 期 平成 ２６ 年度～令和 １０ 年度

延 長 ０．８３ｋｍ

幅 員 ６．０（７．５）ｍ

事 業 内 容

・改良工 L=0.83ｋｍ
・舗装工 L=0.83ｋｍ
・函渠工 N=3基
・測量試験 一式
・用地補償 一式

費 用 対 効 果 １．１４

2750 2750

5500

750

3000 3000 3000

10500

750登
坂
車
線
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事 業 の 進 捗 状 況

令和４年度まで 令和５年度 令和６年度以降

事業費（億円） ５．０ ０．７ ９．７

進捗率 （％） ３２．５ ３７．０ １００．０

用地進捗率（％）※ ５９．０ ５９．０ １００．０
※面積ベース

令和４年度まで

令和５年度実施

次年度以降実施

凡 例

黒

黄

赤

全体計画 L=0.83ｋｍ起点 終点

行合野川

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

現 地 状 況
起点付近
［整備前］

［整備中］ 終点付近
［整備中］

［整備前］
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事業を巡る社会経済情勢等の変化

○重要港湾伊万里港の整備にあわせ、

国道204号他工区を含めた周辺道路

整備が進められており、今後更に交

通量も増加が見込まれるため、依然

として事業の必要性は高い。

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

費 用 対 効 果

○B/Cは１．０を上回っている。

＜参考＞

○総便益（B）＝ 走行時間短縮便益 + 走行経費縮小便益 + 交通事故減少便益

○総費用（C）＝ 事業費 + 維持管理費 + 道路構造物の更新費

費用対効果（B/C）＝
総便益（B） １７．０４億円

= １．１４
総費用（C） １４．９６億円

※基準年（令和5年度）における現在価値

コスト縮減や代替案等の可能性

(コスト縮減)
○再生資材の利用促進を図っている。
○工事で発生する残土を他工区の盛土等に流用する。

（代替案の検討）
○特になし

-29-



Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

対応方針（事業課案）

○事業の継続により「交通の円滑化」「安全性の向上」が図られる。
また、緊急輸送道路としての機能向上が期待される。

○費用対効果は、B/C＝1.0以上（1.1４）が確保されている。

○事業の進捗率は、事業費ベースで約33％[約5億円/約1６億円]
（令和4年度末）であり、そのうち用地進捗率は面積ベース約59％
となっている。※地権者ベースでは約9３％

○期成会、協議会が設置されるなど地元からの要望も大きく、今後の
円滑な事業執行が可能である。

事業の完成に向けて、事業を継続することとしたい
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（原子力発電施設等立地地域特別交付金） 

主要地方道 肥前呼子線（梨川内工区） 

継続・中止理由 ○肥前呼子線（梨川内工区）の整備によって、企業誘致や地域

振興が図られ、西九州自動車道の効用を波及させ、活力ある

地域を育む道づくりを促進し、併せて豪雨などによる大規模

災害時の避難・救援道路として地域住民の安全・安心に寄与

する。 

○費用対効果についても、B/C＝1.0 以上（1.2）が確保されて

いる。 

○事業進捗率は、事業費ベースで約 71%［約 40 億円/約 57 億

円］（令和 4 年度末）であり、そのうち用地進捗率は約 84%

となっている。 

○期成会はないが、地元から早期完成を望む要望書も出されて

おり、今後の円滑な事業執行が可能である。 

○以上のことから、当該事業の完成に向けて、事業を継続する

こととしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝  ６７．６億円 

・走行費用短縮便益 ＝   ４．８億円 

・交通事故減少便益 ＝   ０．６億円 

       合計 ＝  ７３．０億円 

 

【 費用 】 

・事業費      ＝  ５７．６億円 

・維持修繕費    ＝   ５．５億円 

       合計 ＝  ６３．１億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ７３．０／６３．１ 

          ≒ １．２ 

 

備  考  

-31-



 

様式１  

令和５年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（5～10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

 

番号 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 
備考 

 

 
 

 

道路整備交付金

事業（原子力発

電施設等立地地

域特別交付金） 

 

主要地方道 

肥前呼子線 

（梨川内工区） 

 

事業主体：県 

 

事業地：唐津市

竹木場～大良 

 

事業地域である玄海町
及び唐津市から西九州自
動車道の北波多インター

チェンジへのアクセス道
路となる「県道肥前呼子
線道路整備事業」を実施

することにより、企業誘
致や地域振興を図り、西
九州自動車道の効用を波

及させ、活力ある地域を
育む道づくりを促進し、
併せて豪雨などによる大

規模災害時の避難・救援
道路として地域住民の安
全・安心に寄与するもの

である。 

 

全体事業費：57億円 
 
工期：H26～R7 

 
工事内容 
 延長 L=5.5km 

 幅員 W=6.0（10.0）m 
 
 改良工  L=5.5km 

舗装工  L=5.5km 
橋梁工  N=6橋 

 函渠工  N=1基 

 測量試験 一式 
 用地補償 一式 

 

R4末進捗率：約71％ 
（事業費ベース） 
 

（年平均進捗率：約8％） 
 
〇用地補償契約率：約84％

（面積ベース） 

 

 当該路線と連続し、玄海
町及び唐津市から西九州
自動車道の北波多ICへの

アクセス道路となる町道
長倉藤平線が全線供用
（R1.7）。また、県道唐津

北波多線の一部が供用さ
れた。 

西九州自動車道へのア

クセス道路全体を早期に
完成させ、西九州自動車道
の効果を広く地域に波及

させることで、企業誘致や
地域振興を図ることが求
められている。 

併せて大規模災害時の
地域住民の安全・安心の向
上を図ることが求められ

ており、依然として事業の
必要性は高い。 

 

B/C＝1.2 
 
B/Cは1.0を上回

っている。 

 

(コスト縮減) 
・工事で発生する
残土を盛土等に流

用する。 
・再生資材の利用
促進を図る。 

 
 
(代替案の検討) 

・特になし 

 

事業採択後10
年を経過する
ため再評価 

 

継 続 
 
（理由） 

当該路線を含
む西九州自動車
道へのアクセス

道路の整備が進
められており、早
期の効果発現が

求められている。 
企業誘致や地

域振興、また大規

模災害時の地域
住民の安全・安心
の向上を図る必

要があり、依然と
して事業の必要
性は高い。 

 
このため、当該

事業の完成に向

けて、事業を継続
することとした
い。 
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令和５年度 再評価委員会

道路整備交付金事業
ひぜんよぶこ なしがわち

主要地方道 肥前呼子線（梨川内工区）
からつし たけこば だいら

唐津市竹木場～大良

事業採択後１０年を経過するため

再 評 価 理 由

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

位 置 図

凡 例

国 道

県 道

対象路線

唐津市役所

北波多IC

204

204

204

事業箇所
L=5.5km

玄海町役場

藤ノ平ダム
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事 業 目 的

歩道が未整備

（路肩狭小）
幅員狭小

バイパス整備・現道拡幅・歩道の設置により

地域振興 安全性の向上企業誘致

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事 業 概 要

現 況 計 画

今回

全 体 事 業 費 ５７．０億円

工 期 平成 ２６年度～令和 ７ 年度

延 長 ５．５ｋｍ

幅 員 ６．０（１０．０）ｍ

事 業 内 容

・改良工 Ｌ=５．５ｋｍ
・舗装工 Ｌ=５．５ｋｍ
・橋梁工 Ｎ＝６橋
・函渠工 Ｎ＝１基
・測量試験 一式
・用地補償 一式

費 用 対 効 果 １．２

10000

750 3000 30002500 750４０００ ７５０７５０

5500
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事 業 の 進 捗 状 況

令和４年度まで 令和５年度 令和６年度以降

事業費（億円） ４０．４ ６．５ ９．４

進捗率 （％） ７１．７ ８３．３ １００．０

用地進捗率（％）※ ８３．６ ８４．０ １００．０
※面積ベース

令和４年度まで

令和５年度実施

次年度以降実施

凡 例

黒

黄

赤

全体計画 L=５．５ｋｍ起点
終点側→

至 肥前町

至 北波多IC

至 伊万里市
至

玄
海
町

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事 業 の 進 捗 状 況

※面積ベース

令和４年度まで

令和５年度実施

次年度以降実施

凡 例

黒

黄

赤

全体計画 L=５．５ｋｍ 終点←起点側

令和４年度まで 令和５年度 令和６年度以降

事業費（億円） ４０．４ ６．５ ９．４

進捗率 （％） ７１．７ ８３．３ １００．０

用地進捗率（％）※ ８３．６ ８４．０ １００．０

↓写真①

写真③↑

至

北
波
多
Ｉ
Ｃ

至

玄
海
町
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現 地 状 況
終点付近
［整備前］

［整備中］
（バイパス工事）

［整備後］

梨川内地区
［整備前］

【写真④】

【写真③】【写真①】

【写真②】

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

○当該路線と連続し、玄海町及び唐津市か

ら西九州自動車道の北波多ICへのアクセ

ス道路となる、町道長倉藤平線が全線供

用（R1.7）。また、県道唐津北波多線に

ついても整備が進められ一部供用開始。

〇西九州自動車道へのアクセス道路全体を

早期に完成させ、企業誘致や地域振興を

図ることが求められている。

〇併せて大規模災害時の地域住民の安全・安心の向上を図る必要があり、

依然として事業の必要性は高い。

事業を巡る社会経済情勢等の変化
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○B/Cは１．０を上回っている。

費 用 対 効 果

＜参考＞

○総便益（B）＝ 走行時間短縮便益 + 走行経費縮小便益 + 交通事故減少便益

○総費用（C）＝ 事業費 + 維持管理費 + 道路構造物の更新費

費用対効果（B／C）＝
総便益（B） ７３．０億円

= １．２
総費用（C） ６３．１億円

※基準年（令和５年度）における現在価値

コスト縮減や代替案等の可能性

(コスト縮減)
○工事で発生する残土を盛土等に流用する。
○再生資材の利用促進を図っている。

(代替案の検討)
○特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

対応方針（事業課案）

○当該路線を含む、西九州自動車道へのアクセス道路整備が進められるなか、
早期の効果発現が求められている。

〇費用対効果についても、B/C＝1.0以上（1.2）が確保されている。

○早期整備が望まれており、今後の円滑な事業執行が可能である。

○事業の進捗率は、事業費ベースで約71％[約40億円/約57億円]
（令和4年度末）であり、そのうち用地進捗率は約84％となっている。

事業の完成に向けて、事業を継続することとしたい

-37-





  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 道路課  ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業 

主要地方道 佐賀脊振線（兵庫工区） 

継続・中止理由 〇事業継続により、前後の整備済区間と一体となり、交通の円

滑化や安全性の向上などの事業効果を発現できる。 

〇費用対効果は、B/C＝1.0 以上（1.2）が確保されている。 

○事業進捗率は、事業費ベースで約 14％［約 4 億円/約 31 億

円］（令和 4 年度末）であり、そのうち用地進捗率は約 98％

（面積ベース）となっている。 

 

以上のことから、当該事業の完成に向けて、事業を継続する

こととしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ ２８．０億円 

・走行費用短縮便益 ＝  ４．３億円 

・交通事故減少便益 ＝  ２．６億円 

       合計 ＝ ３４．９億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ ２７．７億円 

・維持修繕費    ＝  ０．５億円 

       合計 ＝ ２８．２億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ３４．９／２８．２ 

          ＝ １．２ 

※基準年における現在価値 

備  考  
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様式２  

令和５年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施箇所） 

番号 項目 

事 業 名 

(路･河川名

等) 

事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 
事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 

 

 

H30 

再評価 

時点 

 

 

道路整備交付

金事業 

 

主要地方道 

佐賀脊振線 

（兵庫工区） 

 

事業主体：県 

 

事業地：佐賀

市兵庫町若宮 

 

主要地方道佐賀脊振線

は、一般国道264号（佐賀

市巨勢町牛島）と主要地方

道中原三瀬線（神埼市脊振

町服巻）を結ぶ道路であ

り、生活圏中心都市と周辺

市町を結び、交流を支える

ために重要な道路である。 

しかし現道は、幅員が狭

いことから、車や自転車及

び歩行者の通行に支障をき

たしている。 

また、朝夕の通勤通学時

間帯には、踏切の遮断によ

る交通混雑が発生してい

る。 

よって、交通の円滑化と安

全性の向上を図ることを目

的として事業を実施するも

のである。 

 

全体事業費：20.6億円 

 

工期：H8～R9 

 

事業内容 

 延長 L=580m 

 幅員 W=6.5(15.0)m 

 

改良工 L=580m 

舗装工 L=580m  

橋梁 N=1橋 

（跨線橋 L=41.0m） 

測試 一式 

用地補償 一式 

 

 

 

H29末進捗率：約17％ 

（事業費ベース） 

 

（年平均進捗率1％） 

 

用地補償は9割完了 

（平成30年度中に全

て完了予定） 

 

 

久保泉工業団地に隣接する

久保泉第２工業団地内のす

べての工場が平成３０年２

月までに操業された。この

ため、ことにより、工業団

地へのアクセス道路とし

て、今後、交通量の増加が

見込まれる。 

また、現道の交通が整備済

区間に転換されており、当

該区間が整備されれば、さ

らなる転換が予測される。 

 

 

事業採択時と

比較して、要

因の大きな変

化は見られな

い 

 

B/C=1.2 

（1.16） 

 

 

 

 

（コスト縮減） 

・再生資源の利用促進

を図っている。 

・工事で発生する残土

を盛土等に流用する。 

 

（代替案の検討） 

・特になし 

 

 

再評価時実施後

５年が経過のた

め再評価 

 

継続 

 

（理由） 

当該事業箇所はバイパ

スによる整備であるた

め、整備効果を発現す

るためには、事業の継

続が必要である。 

当該箇所の事業の必要

性に変化はなく、交通

の円滑化と交通安全を

図るため、事業を継続

したい。 

 

R5 

再評価 

時点 

 

(今回) 

 

 

全体事業費：31億円 

 

工期：H8～R13 

 

事業内容 

 延長 L=580m 

 幅員 W=6.5(15.0)m 

 

改良工 L=580m 

舗装工 L=580m  

橋梁 N=1橋 

（跨線橋 L=41.0m） 

測試 一式 

用地補償 一式 

 

 

 

R4末進捗率：約14％ 

（事業費ベース） 

 

（年平均進捗率：約

1％） 

 

用地補償契約：約98％ 

 

 

 

現道部の伊賀屋踏切が踏

切道改良促進法に基づき、

「改良すべき踏切道」とし

て指定された。 

現道の交通が整備済区間

に転換されており、当該区

間が整備されれば、さらな

る転換が予測されるため、

依然として事業の必要性は

高い。 

 

全体事業費増

に伴う費用の

増額及び事業

期間の4年延長 

 

B/C＝1.2 

(1.24) 

 

  

 

同上 

 

再評価時実施後

５年が経過のた

め再評価 

 

継続 

 

（理由） 

本区間の整備によ

り、前後の整備済区間

と一体となり、「交通

の円滑化」や「安全性

の向上」などの事業効

果を発現できる。 

 このため、当該区間

の交通の円滑化と安全

性の向上を図るため

に、事業を継続した

い。 

 

 

 

理由等 

 

  （事業費） 

・建設資材の高騰及び労

務費上昇による増 

 

（工期） 

・ＪＲを跨ぐ橋梁の取付

部付近のＪＲ軌道への影

響確認及び工法検討に伴

う事業期間の延長 
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道路整備交付金事業
さ が せ ふり ひょうご

主要地方道 佐賀脊振線（兵庫工区）
ひょうご まち わか みや

佐賀市兵庫町若宮

令和５年度 再評価委員会

再評価実施後５年を経過するため

再 々 評 価 理 由

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

位 置 図

凡 例

国 道

県 道

対象路線

佐賀大和IC

長崎自動車道

堀立西
交差点

久保泉工業団地

久保泉第２工業団地

ゆめタウン

巨勢川調整池

佐賀市立
久保泉小学校

事業箇所 L=580m

佐賀市立
兵庫小学校

34

263 佐賀外環状線（下和泉工区バイパス）
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事 業 目 的

歩道が未整備

（路肩狭小）

幅員狭小・踏切遮断

円滑な通行に支障！

踏切を跨ぐバイパス（歩道含む）整備により

交通の円滑化 安全性の向上

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

500 4000 500

5000

(路肩) (路肩)(車道)
3500 750 3250 3250 750 3500

15000

(路肩) (車道)(車道)(歩道) (歩道)(路肩)

事 業 概 要

現 況 計 画

前回再評価（H30） 今回（R5）

全 体 事 業 費 ２０．６億円 ３１億円

工 期 平成８年度～令和 ９ 年度 平成８年度～令和 １３年度

延 長 ５８０ｍ ５８０ｍ

幅 員 ６．５（１５．０）ｍ ６．５（１５．０）ｍ

事 業 内 容

・改良工 L=５８０ｍ
・舗装工 L=５８０ｍ
・橋梁工 Ｎ＝１橋
（跨線橋 L=41.0m）
・測量試験 一式
・用地補償 一式

・改良工 L=５８０ｍ
・舗装工 L=５８０ｍ
・橋梁工 Ｎ＝１橋
（跨線橋 L=41.0ｍ）
・測量試験 一式
・用地補償 一式

費 用 対 効 果 １．２ １．２
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事 業 の 進 捗 状 況

令和４年度まで 令和５年度 令和６年度以降

事 業費（億円） ４．４ ０．２ ２６．０

進 捗率 （％） １４．４ １５．０ １００．０

用地進捗率 （％）※ ９７．８ ９７．８ １００．０
※面積ベース

至 武雄市

至 鳥栖市

至 神埼市脊振

至 佐賀市街

事業延長 L=580m

堀立西
交差点

整備済区間 L=1,040m 整備済区間 L=940m

全体計画 L=2,560m

令和４年度まで

令和５年度実施

次年度以降実施

凡 例

黒

黄

赤

令和4年10月31日死亡事故発生
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事業内容の見直し理由

(事業費の増額)

○建設資材の高騰及び労務費上昇による増

事業期間の見直し理由

(事業期間の延長)

○跨線部検討に伴う事業期間の延長

○ＪＲを跨ぐ橋梁の取付部付近のＪＲ軌
道への影響確認及び工法検討に時間を
要したため

事業区間
ＪＲ跨線部分（起点側から神埼市脊振方面を望む）
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現 地 状 況

事業区間
起点から神埼市脊振方面を望む

整備済区間
起点から佐賀市街方面を望む

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事業を巡る社会経済情勢等の変化

○現道部の伊賀屋踏切が踏切道改良促進法に基づき、「改良すべき踏切道」

として指定された。

○現道の交通が整備済区間に転換されており、当該区間が整備されれば、さ

らなる転換が予測されるため、依然として事業の必要性は高い。

現況踏切の状況
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費 用 対 効 果
○B/Cは１．０を上回っている。

＜参考＞

○総便益（B）＝ 走行時間短縮便益 + 走行経費縮小便益 + 交通事故減少便益

○総費用（C）＝ 事業費 + 維持管理費 + 道路構造物の更新費

費用対効果（B/C）＝
総便益（B） ３４．９億円

= １．２
総費用（C） ２８．２億円

※基準年（令和５年度）における現在価値

コスト縮減や代替案等の可能性
(コスト縮減)
○再生資材の利用促進を図っている。
〇工事で発生する残土を盛土等に流用する。

(代替案の検討)
○特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

対応方針（事業課案）

○事業の継続により、前後の整備区間と一体となり「交通の円滑化」や
「安全性の向上」が図られる。
また、緊急輸送道路としての機能向上が期待される。

○費用対効果についても、B/C＝1.0以上（1.２）が確保されている。

〇事業の進捗率は、事業費ベースで約１４％[約４億円/約３１億円]
（令和４年度末）であり、そのうち用地進捗率は約９８％となっている。

事業の完成に向けて、事業を継続することとしたい
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名：課名：道路課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

主要地方道 伊万里畑川内厳木線（平山下工区） 

継続・中止理由 〇事業継続により、交通の円滑化や安全性の向上、緊急輸送道

路としての機能向上が図られる。が図られる。 

 

〇費用対効果は、B/C=1.0以上（1.6）が確保されている。 

 

〇国道203号 厳木バイパスの浪瀬IC付近に新産業集積エリア

唐津が分譲されており、交通量の増加も見込まれる。 

 

以上のことから、当該事業の完成に向けて、事業を継続する

こととしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ １０．６億円 

・走行経費減少便益 ＝  ２．５億円 

・交通事故減少便益 ＝  ０．５億円 

合計 ＝ １３．６億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝  ７．１億円 

・維持修繕費    ＝  １．２億円 

       合計 ＝  ８．３億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ １３．６／８．３ 

          ＝ １．６ 

※基準年における現在価値 

 

 

備  考  

-45-



様式２  

令和５年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 
 

 

再評価 
時点 

 
 

道路整備交付金
事業 

 
主要地方道 
伊万里畑川内厳

木線（平山下工
区） 
 

事業主体：県 
 
事業地：唐津市

相知町平山下～
平山上 

主要地方道伊万里畑川
内厳木線は、伊万里市波

多津町の国道204号から同
市南波多町の国道202号を
経由し、唐津市厳木町の

国道203号を結ぶ道路であ
る。周辺には新産業集積
エリア唐津が分譲されて

おり、交通量の増加が見
込まれている。 

このように、アクセス

道路としての役割を担う
路線であるが、当該区間
は、幅員狭小や線形不

良、また、歩道が設置さ
れていないことから、自
動車及び歩行者の通行に

支障をきたしている。 
このため、バイパス整

備により、交通の円滑化

と安全性の向上を図るこ
とを目的として事業を実
施するものである。 

全体事業費：6.8億円 
 

工期：H26～H38 
 
事業内容 

 延長 L=1,700ｍ 
 幅員 W=6.0(10.0)m 
 

改良工 L=1,700m 
舗装工 L=1,700m  
測試 一式 

用地補償 一式 

H29末進捗率：1％ 
（事業費ベース） 

国道２０３号 厳木バイパ
ス・浪瀬IC付近に工業団地

（新産業集積エリア唐津）が
分譲されており、今後、交通
量の増加が見込まれる。 

当該箇所に近接する立川工区
(伊万里市大川町立川)におい
ては、バイパス整備が順調に

進んでおり、唐津市側におい
ては、当該箇所のみが未整備
となっている。 

事業採択時と比
較して大きな要

因の変化は見ら
れない。 
 

B/C=2.21 

（コスト縮減） 
・再生資源の利用

促進を図る。 
・工事で発生する
残土を盛土等に

流用する。 
 
（代替案の検討） 

・特になし 

事業採択後5年
間を経過した時
点で未着工の事
業 

継続 
 

（理由） 
当該箇所の事
業の必要性に

変化はなく、
交通の円滑化
と交通安全を

図るため、事
業を継続した
い。 

現時点 
 

 

同上 
 

 

全体事業費：10億円 
 

工期：H26～R15 
 
事業内容 

 延長 L=1,700ｍ 
 幅員 W=6.0(10.0)m 
 

改良工 L=1,700m 
舗装工 L=1,700m 
橋梁工 N=2橋  

測試 一式 
用地補償 一式 
 

 
 
 

 
 

R4末進捗率：7％ 
（事業費ベース） 

 
 

 近接する立川工区において
バイパス整備が令和４年度に

完了し、当該区間の交通量も
増加が見込まれるため、依然
として事業の必要性は高い。 

  

資材価格の高騰
による事業費の

増 
 
B/C=1.6 

 
 

同上 
 

 

再評価実施後5
年経過のため再
評価 
 
 

継続 
 

（理由） 
・伊万里市と
唐津市を結ぶ

主要な路線で
ある。 
・近接する立

川工区が開通
し、一連の事
業効果が期待

される。 
 このため、
当該区間の交

通の円滑化と
安全性の向上
を図るため

に、事業を継
続したい。 

理由等 

 
 

  

 
 

（事業費） 

労務費及び資材価格の
高騰のため 
（事業期間） 

地元の合意形成が得ら
れず、用地交渉に時間
を要したため 

 
 

 

 
 

  

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

-46-



Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

令和５年度 再評価委員会

道路整備交付金事業
い ま り はた がわち きゅうらぎ ひらやましも

主要地方道 伊万里畑川内厳木線（平山下工区）
おう ち ちょうひら やま かみ ひら やま しも

唐津市相知町平山上、平山下地内

再評価実施後５年を経過するため

再 々 評 価 理 由

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

位 置 図

凡 例

国 道

県 道

対象路線

事業延長
L=1,700m

↑至 唐津市街

浪瀬IC

相知長部田IC

岩屋IC

牧瀬IC

伊万里畑川内厳木線

工業団地
【新産業集積エリア唐津】

令和４年度開通
立川工区

県道相知厳木線
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事 業 目 的

歩道が未整備

（路肩狭小）

幅員狭小

現道拡幅・歩道の設置により

交通の円滑化 安全性の向上

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事 業 概 要

現 況 計 画

前回再評価（H30） 今回（R5）

全 体 事 業 費 ６．８億円 １０億円

工 期 平成２６年度～令和 ８ 年度 平成２６年度～令和 １５ 年度

延 長 １．7ｋｍ １．7ｋｍ

幅 員 ６．０（１０．０）ｍ ６．０（１０．０）ｍ

事 業 内 容

・改良工 L=1.7ｋｍ
・舗装工 L=1.7ｋｍ
・橋梁工 Ｎ＝2橋
・測量試験 一式
・用地補償 一式

・改良工 L=1.7ｋｍ
・舗装工 L=1.7ｋｍ
・橋梁工 Ｎ＝2橋
・測量試験 一式
・用地補償 一式

費 用 対効 果 ２．２ １．６

5500

750 4000 750

10000

500 3000 3000 10002500
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↓至 伊万里市

至 浪瀬IC→

現道

事 業 の 進 捗 状 況

令和４年度まで 令和５年度 令和６年度以降

事 業費（億円） ０．7 ０．４ ８．９

進 捗率 （％） ７．０ １１．０ １００．０

用地進捗率 （％）※ １１．９ １５．１ １００．０
※面積ベース

令和４年度まで

令和５年度実施

次年度以降実施

凡 例

黒

黄

赤

全体計画 L=1.7ｋｍ起点 終点

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事業内容の見直し理由

(事業費の増額)

○建設資材の高騰及び労務費上昇による増

事業期間の見直し理由

(事業期間の延長)

○用地交渉に伴う事業期間の延長
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現 地 状 況
起点付近
［整備前］

［整備前］

終点付近
［整備前］

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事業を巡る社会経済情勢等の変化

○近接する立川工区においてバイパス整備が令和４年度に完了し、当該区間

の交通量も増加が見込まれるため、依然として事業の必要性は高い。
立川工区状況
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費 用 対 効 果

○B/Cは１．０を上回っている。

＜参考＞

○総便益（B）＝ 走行時間短縮便益 + 走行経費縮小便益 + 交通事故減少便益

○総費用（C）＝ 事業費 + 維持管理費 + 道路構造物の更新費

費用対効果（B/C）＝
総便益（B） １３．６億円

= １．6
総費用（C） ８．３億円

※基準年（令和５年度）における現在価値

コスト縮減や代替案等の可能性

(コスト縮減)
○再生資材の利用促進を図っている。
〇工事で発生する残土を盛土等に流用する。

(代替案の検討)
○特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

対応方針（事業課案）

○道路の整備により「交通の円滑化」「安全性の向上」が図られる。
また、緊急輸送道路としての機能向上が期待される。

○費用対効果についても、B/C＝1.0以上（1.6）が確保されている。

○近接する立川工区が開通し、一連の事業効果の発現が期待される。

事業の完成に向けて、事業を継続することとしたい
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （課名：  道路課   ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

道路整備交付金事業（防災・安全交付金） 

 主要地方道 三瀬神埼線（広滝工区） 

継続・中止理由 〇事業継続により、交通の円滑化や安全性の向上、緊急輸送道

路としての機能向上が図られる。 

 

〇費用対効果は、B/C1.0 以上（B/C＝1.24）が確保されている。 

 

〇事業進捗率は事業費ベースで約 65％[約 8.4 億円/約 13 億

円]（令和４年度末）であり、用地進捗率は 100％となっている。 

 

〇地元の協力により、用地買収も完了しているため、今後の円

滑な事業執行が可能である。 

 

〇以上のことから、当該事業の完成に向けて、事業を継続する

こととしたい。 

 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ １３．１億円 

・走行経費現象便益 ＝  ２．８億円 

・交通事故減少便益 ＝  ０．０億円 

       合計 ＝ １５．９億円 

【 費用 】 

・事業費      ＝ １２．３億円  

・維持修繕費    ＝  ０．５億円  

       合計 ＝ １２．８億円 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ １５．９／１２．８ 

          ＝ １．２    

※基準年における現在価値 

備  考  
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様式２  

令和５年度再評価対象事業    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過する前に、工期延長または事業費増額の変更を行う事業） 

（対象：令和３年度 再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 Ｒ３ 
再評価 
時点 

道路整備交付金
事業 
 

主要地方道 
三瀬神埼線 
（広滝工区） 

 
事業主体：県 
 

事業地： 
神埼市脊振町 
広滝 

～神埼市脊振町 
鹿路 

 
主要地方道三瀬神埼線

は、佐賀市三瀬村と神埼

市街地を結ぶ主要地方道
であり、第２次緊急輸送
道路にも指定されている

重要な道路である。 
当該区間は、急峻な山

地と河川（城原川）に挟

まれていることから、狭
小な道路形態で線形も悪
く、歩道も未整備であ

る。このため、当該区間
を整備することで交通の
円滑化や安全性の向上、

また、緊急輸送道路とし
ての機能確保を図ること
を目的として事業を実施

するものである。 
 
 

全体事業費：10.4億円 
 
工期：H24～R6 

 
事業内容 
 延長 L=550ｍ 

 幅員 W=6.0(9.75)m 
 

改良工 L=550ｍ 

舗装工 L=550ｍ 
測試   一式 
用地補償 一式 

 

R2末進捗率：約69% 
（事業費ベース） 
（年平均進捗率

7.7％） 
 
用地補償契約100% 

九年庵などの周辺観光のほ
か、城原川ダムの整備に着手
されることから、ダム整備と

一体となった地域振興によ
り、今後、交通量の増加が見
込まれる。 

 
観測地点：ふれあい館せせ

らぎ付近 

■H22センサス 
 ・3,701台/12h 
■H27センサス 

 ・3,566台/12h 

B/Cは1.0を上
回っている。 

 

B/C＝1.37 

（コスト縮減） 
・再生資源の利用
促 進 を 図 っ て い

る。 
・工事で発生する
残土の有効利用を

図っている。 
 
 

（代替案の検討） 
・特になし 

事業採択後10
年経過のため再
評価 

継続 
（理由） 

・当該箇所の事

業の必要性に変わ
りはない。 

・B/C1.0以上

（B/C=1.06）が確
保されている。 

・用地買収も完

了しており、今後
も円滑な事業執行
が可能である。 

以上のことから、
当該事業の完成に
向けて、事業を継

続することとした
い。 

現時点 全体事業費：13億円 
 
工期：H24～R6 

 
事業内容 
 延長 L=550ｍ 

 幅員 W=6.0(9.75)m 
 

改良工 L=550ｍ 

舗装工 L=550ｍ 
測試   一式 
用地補償 一式 

R4末進捗率：約65% 
（事業費ベース） 
 

（年平均進捗率
7.7％） 
 

用地補償契約100％ 

 近年、建設物価が大きく上昇

しており、事業費等に影響を与

えている。 

 九年庵などの周辺観光のほ

か、城原川ダム整備と一体とな

った地域振興により、今後更な

る交通量の増加が見込まれて

おり、依然として事業の必要性

は高い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

資材価格の高
騰による事業費
の増 

 
B/C＝1.2 

 同上 前回再評価時よ
り事業費増額の
ため再評価 

継続 
（理由） 
・事業を継続する

ことで、緊急輸送
道路の機能向上を
図ることができ

る。 
・用地買収も完了
しており、今後も

円滑な事業執行が
可能である。 
 このため、当該

区間の交通の円滑
化と安全性の向上
を図るために、事

業を継続したい。 

理由等   （事業費） 
・建設資材の高騰及び
労務費上昇による増。 
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令和５年度 再評価委員会

道路整備交付金事業
みつ せ かん ざき ひろ たき

主要地方道 三瀬神埼線（広滝工区）
かん ざき し せ ふり まち ひろ たき

神埼市脊振町広滝地内

再評価実施後5年が経過する前に事業費を増額するため

再 評 価 理 由

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

位 置 図

凡 例

国 道

県 道

対象路線

事業箇所
L=0.55km

城原川ダム建設予定地

九年庵
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事 業 目 的

緊急輸送道路としての機能確保
交通の円滑化、安全性の向上、
緊急輸送道路としての機能確保

現道拡幅・線形改良・歩道設置により

線形不良や幅員狭小のため

円滑な通行に支障を来している！

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

事 業 概 要

前回再評価（R3） 今回（R5）

全 体 事 業 費 １0.4億円 １３億円

工 期 平成 ２４ 年度～令和 ６ 年度 平成 ２４ 年度～令和 ６ 年度

延 長 0.55ｋｍ 0.55ｋｍ

幅 員 ６．5（9.75）ｍ ６．5（9.75）ｍ

事 業 内 容

・改良工 L=0.55ｋｍ
・舗装工 L=0.55ｋｍ
・測量試験 一式
・用地補償 一式

・改良工 L=0.55ｋｍ
・舗装工 L=0.55ｋｍ
・測量試験 一式
・用地補償 一式

費 用 対 効 果 １．４ １．2

現 況

0.5 2.75 2.75 0.5

6.50

3.00 3.00 2.5

9.75

0.500.75

計 画
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事 業 の 進 捗 状 況

令和４年度まで 令和５年度 令和６年度

事業費（億円） ８．４ １．５ ３．１

進捗率 （％） ６４．６ ７６．２ １００．０

用地進捗率（％）※ １００．０ １００．０ １００．０ ※面積ベース

事業内容の見直し理由
(事業費の増額)

○建設資材の高騰及び労務費上昇による増

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

現 地 状 況
起点から終点側を望む

終点から起点側を望む 全景

城原川
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事業を巡る社会経済情勢等の変化

〇近年、建設物価が大きく上昇しており、事業費等に影響を与えている。

○九年庵などの周辺観光のほか、城原川ダム整備と一体となった地域振興により、今

後更なる交通量の増加が見込まれており、依然として事業の必要性は高い。

費 用 対 効 果
○B/Cは１．０を上回っている。

＜参考＞

○総便益（B）＝ 走行時間短縮便益 + 走行経費縮小便益 + 交通事故減少便益

○総費用（C）＝ 事業費 + 維持管理費 + 道路構造物の更新費

費用対効果（B/C）＝
総便益（B） １５．９億円

= １．2
総費用（C） １２．8億円

※基準年（令和４年度）における現在価値

コスト縮減や代替案等の可能性
(コスト縮減)
○再生資材の利用促進を図っている。
〇工事で発生する残土の有効利用を図っている。

(代替案の検討)
○特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

対応方針（事業課案）

○道路の整備により「交通の円滑化」「安全性の向上」が図られる。
また、緊急輸送道路としての機能向上が期待される。

○費用対効果についても、B/C＝1.0以上（1.２）が確保されている。

○事業の進捗率は、事業費ベースで約6５％[約8.4億円/約1３億円]
（令和４年度末）であり、そのうち用地進捗率は100％となっている。

事業の早期完成を目指して、事業を進めていく
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